
2021年度（令和3）年度入学生対象

変更箇所 変更前 変更後 変更年月

【25ページ】
〈卒業の時期〉
(2) 9月卒業の取り扱いについて

　在学期間が４年以上で、かつ本人が９月卒業の希望を申し出た場
合、第１学期（前期）終了直後の９月に、卒業要件を充足すれば、卒業
の認定を受けることができます。
　本人の申し出がなければ、９月卒業の対象にはならない（自動的に卒
業認定はしない）ので注意してください。
　詳細については、ポータルサイトで確認するか、経済学部教務課窓
口で相談してください。

　　在学期間が第１学期（前期）末で４年以上となり、かつ本人が当該学
期の９月卒業の希望を申し出た場合、９月に卒業要件を充足すれば卒
業の認定を受けることができます。
　本人の申し出がなければ、９月卒業の対象にはならない（自動的に卒
業認定はしない）ので注意してください。
　詳細については、ポータルサイトで確認するか、経済学部教務課窓
口で相談してください。

2022年3月

【27ページ】と【28ページ】の間
「週2回授業科目の開講方法」と
「授業科目と授業テーマ」の間

オンライン授業について 《追加》

-------------------------------- 《 後掲のとおり 》 2022年3月

【40ページ】
追試験

　追試験受験希望者は、追試験受験願および欠席理由証明書(医師診
断書、交通遅延証明書または事故理由書、就職試験等による場合は
会社あるいは団体が発行する証明書等)をその科目の試験日を含めて
4日以内（土・日・祝日は含めない。ただし、土曜日が試験日の場合は
試験当日を含む4日以内）に経済学部教務課窓口に提出しなければな
りません。
　交通遅延証明書のうち、Web発行によるものは本人が乗車したことを
証明するものではありませんので、欠席理由の証明書として、本学では
取り扱いできません。
　交通遅延証明書は従来通り、「本人が乗降した際に各駅にて受け取
ることができるもの」のみを証明書として取り扱います。

　追試験受験希望者は、追試験受験願および欠席理由証明書(医師診
断書、交通遅延証明書（WEB発行の証明書可）または事故理由書、就
職試験等による場合は会社あるいは団体が発行する証明書等)をその
科目の試験日を含めて4日以内（土・日・祝日は含めない。ただし、土
曜日が試験日の場合は試験当日を含む4日以内）に経済学部教務課
窓口に提出しなければなりません。 2022年3月

【42～45ページ】
卒業研究提出要領

（　省略　） 《 修正後の内容は卒業論文提出年次（4年次）にお知らせします 》 2022年3月



【74ページ】及び【78ページ】
科目一覧

2022年3月

【75ページ】及び【79ページ】
科目一覧

☆は履修奨励科目

2022年3月

【82ページ】
演習とは
最下行

　また、演習・卒業研究は全員履修科目です。必ず受講するようにして
ください。

　また、演習・卒業研究は履修奨励科目です。受講するようにしてくださ
い。

2022年3月

【82ページ】
演習の履修
②の表

2022年3月



【102ページ】
〈学修上の注意〉
⑤以下 《誤り修正》

⑤ 「健康運動実践指導者」、「アシスタントマネジャー」、「トレーニング
指導者」の資格を取得したい学生は、以下に記載してあるそれぞれの
解説をよく読んで必要な科目を履修してください。

〈『健康運動実践指導者』『アシスタントマネジャー』『トレーニング指導
者』等の資格取得希望者へ－科目履修上の注意－〉

　スポーツサイエンスコースには、『健康運動実践指導者』『アシスタント
マネジャー』『トレーニング指導者』等の資格取得を希望する学生に対
応したカリキュラムが用意されています。それぞれの資格取得に必要な
科目をあらかじめ確認し、科目の履修登録を行ってください。

⑤ スポーツサイエンスコースには、『健康運動実践指導者』『アシスタン
トマネジャー』『トレーニング指導者』等の資格取得を希望する学生に対
応したカリキュラムが用意されています。以下に記載の資格取得に必
要な科目をあらかじめ確認し、科目の履修登録を行ってください。

2022年3月

【120ページ】
授業等の休講措置に関する取扱基
準

　「授業等の休講措置に関する取扱基準」に定める自然災害及び交通
機関不通時の授業等の実施有無については、以下の4つの方法で確
認することができます。

※緊急時は、大学ホームページおよびポータルサイトへのアクセスが集
中し、サイトを閲覧できなくなる可能性がありますので、「公式Twitter」と
「公式Facebook」の利用を推奨します。

　「授業等の休講措置に関する取扱基準」に定める自然災害及び交通
機関不通時の授業等の実施有無については、以下の方法で確認する
ことができます。

※緊急時は、大学ホームページおよびポータルサイトへのアクセスが集
中し、サイトを閲覧できなくなる可能性がありますので、公式Twitter「龍
谷大学（緊急連絡用）」の利用を推奨します。

2022年3月
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４．オンライン授業について
　本学では、対面にて授業を行う科目のほか、一部においてインターネット環境を利用してオンライン上で授
業を行う科目があります。

⑴ オンライン授業の形態
① オンライン授業の実施形態

本学では、次のようにオンライン授業の実施形態を区分しています。

② オンライン授業と対面授業を組み合わせた形態
オンライン授業と対面授業を組み合わせた形態として、ハイブリッド授業があります。

⑵ オンライン授業の定義
① オンライン授業

本学におけるオンライン授業とは、インターネットを介して、文字・音声・静止画・動画等の多様な
情報を、当該授業を行う教室等以外の場所にいる学生に対して配信し、設問解答や意見交換などを実施
することにより、学修を進めていくもので、標準的な１コマ（１回分）のすべてを上記のような方法を
用いて行う授業を指します。
＜ライブ授業＞

上記オンライン授業の一形態としてライブ授業があります。ライブ授業とは、オンライン授業のうち、
同時かつ双方向（教員と学生）で授業を行うものを指します。ライブ授業を詳細に分類すると「同時
双方向型」と「同時一方向」に分かれますが、本学においては、双方向性が確保できる「同時双方向
型」を指します。

＜オンデマンド授業＞
上記オンライン授業の一形態としてオンデマンド授業があります。オンデマンド授業とは、オンライ
ン授業のうち、予め収録した授業（動画・音声）や音声付PowerPoint動画等を配信し、あわせて課
題指示等を行うものを指します。

② ハイブリッド授業
オンライン授業と対面授業を組み合わせた授業形態としてハイブリッド授業があります。ハイブリッ

ド授業には、２つの形態（ハイフレックス型、ローテーション型）があります。
＜ハイフレックス型＞

対面授業をライブ配信することにより、オンラインとしても行う授業のことを指します。
（例）対面希望の学生とオンライン希望の学生を２グループに分けて実施する授業。

＜ローテーション型＞
全開講回数のうち、各回によって対面とオンラインを使い分ける授業のことを指します。

（例）全15回のうち、４回目～11回目をオンラインで実施し、その他は対面で実施する授業。

オンライン授業
ライブ授業

オンデマンド授業

同時双方向型

ハイブリッド授業
ハイフレックス型

ローテーション型

〔後掲〕以下2頁
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⑶ オンライン授業科目
① オンライン授業科目とは

オンライン授業として実施する科目のうち、オンラインでの授業回数など一定の要件を満たした科目
は開講学部等において「オンライン授業科目」として位置づけています。

② オンライン授業科目の履修要件
オンライン授業科目は、60単位を上限に卒業要件単位数として単位認定されます。60単位を超えて

修得したオンライン授業科目は随意科目（卒業要件単位数には含まない）として単位認定されます。

＜龍谷大学学則＞（抜粋）
第25条の２　授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用に
より行うものとする。
２　前項の授業は、多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修さ
せることができる。
３　第34条の規定により卒業の要件として修得すべき単位数のうち、前項の授業の方法により修得
する単位数は60単位を超えないものとする。

※新型コロナウイルス感染症に対応した特例
新型コロナウイルス感染症の影響により対面での授業実施が困難（一部のみの対面での授業実施を含
む）と大学が判断した場合のオンライン授業科目は、卒業要件単位となる単位数の上限（60単位）に
含みません。

⑷ オンライン授業を受講するにあたって
オンライン授業は、以下の情報環境を準備した上で受講してください。
① 自身所有のパソコン等を利用する

本学では、ノートパソコンの所有や自宅等でのWi-Fi環境の整備を推奨しています。
キャンパス内は学内無線LAN（Wi-Fi）が整備されています。ノートパソコン等を持参している学生は、

キャンパス内の多くの場所でインターネット接続が可能です。

＜ノートパソコンの推奨環境＞
・ノートパソコン（カメラ・マイク機能付き）

※OSはWindows、Macのどちらでも可。
・推奨Webブラウザ：Google Chrome

※本学ではMicrosoft社との包括ライセンス契約により、在学中は無料でOfficeソフト（Word、 
Excel、PowerPointなど）が利用可能です。Office付属のノートパソコンやOfficeのライセン
スを用意いただく必要はありません。

② キャンパス内の施設・機器を利用する
キャンパス内の施設や機器を利用し、オンライン授業を受講することができます。
○スチューデントコモンズでノートパソコンの貸し出しを受ける。【学内利用に限る】

深草キャンパス：和顔館１階スチューデントコモンズ（ラーニングサポートデスク）
大宮キャンパス：東黌２階スチューデントコモンズ（PC貸出カウンター）
瀬田キャンパス：智光館地下１1階情報メディアセンター

○セルフラーニング室のパソコンを利用する。
深草キャンパス：５号館３階
大宮キャンパス：清風館１階
瀬田キャンパス：３号館地下１階

⑸ オンライン授業科目の確認方法
オンライン授業科目はポータルサイト（履修登録画面）及び龍谷大学履修要項WEBサイトにて確認する

ことができます。
・本学履修要項WEBサイト

（URL）https://monkey.fks.ryukoku.ac.jp/~kyoga/rishu/rishu.html




